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研究成果の概要（和文）：アユ釣り解禁に伴う生息環境の変化がアユの冷水病発症に及ぼす影響を検討するため，多摩
川水系においてアユの冷水病調査と生活史履歴の推定を行った．冷水病の原因菌は種苗放流アユから高い保菌率で検出
されたことから，本研究の対象水域では種苗放流が冷水病の主要な感染経路になっていたことが示唆された．炭素・窒
素安定同位体比分布に基づいて放流直後の種苗アユと推定された個体においても，冷水病の発症が認められたことから
，冷水病に感染していた種苗アユは放流直後のストレスによって短期間に発症したことが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Inspection of bacterial cold-water disease and research of the life history were 
performed for ayu (Plecoglossus altivelis) in the Tama River watershed, Japan, in order to examine the 
causal relationship between the temporal changes in the environment and the outbreak of the cold-water 
disease in ayu, accompanied with the opening of the fishing season. Pathogenic bacteria were frequently 
detected in seed-production ayu reared for the release in the river, suggesting that the seed-production 
ayu was likely a main source of infection in the study area. The outbreak of the disease was found in the 
caught ayu, which was identified as seed-production fish just after the release in the river by analyzing 
carbon and nitrogen stable isotope ratios. This result suggests that the stress with the release rapidly 
developed the disease of the seed-production ayu.

研究分野： 生態学
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１．研究開始当初の背景 

 冷水病は Flavobacterium psychrophilumを原

因とする細菌感染症である．元々は北米のサ

ケ・マス類の病気として知られていたが，我

が国ではアユの代表的な疾病として問題化

している．1987 年に国内初の発生事例が種苗

アユで確認されて以降，全国各地の河川で発

生報告が相次ぎ，内水面漁業に打撃を与えて

きた 1,2)．申請者らのグループが 2011 年に多

摩川水系で実施した魚病調査でも，100%近い

アユ検体で冷水病が発症しており，大量斃死

が引き起こされていた 3)． 

 冷水病は従来，種苗アユの放流を主因とし

て発生すると考えられてきた 2)．しかしなが

ら，近年では，他県から持ち込まれたおとり

アユが感染源と推定された事例や 1)，種苗ア

ユが放流されていない河川で冷水病が発生

していた事例が報告されている 2)．自然河川

における冷水病発生のメカニズムは十分に

解明されておらず，未だに全国各地で発生抑

止が進んでいない状況にある． 

 申請者らのグループは，このように防疫対

策の障壁となっている発生メカニズムに関

して，解明の糸口になる現象を多摩川水系で

見出した．海からの天然遡上アユと人工放流

の種苗アユという異なる由来のアユが混在

する多摩川水系では，アユ釣りの解禁に伴っ

て冷水病の発症率が急増していた．2011 年の

5 月下旬には発症率が 0%であったのに対し

て，解禁後の 6 月下旬には 100%近くまで達

していたのである．この結果から，アユ釣り

解禁に伴う生息環境の変化が発生のメカニ

ズムに深く関与している可能性が示唆され

た． 

 

２．研究の目的 

 本研究では上述の背景に基づき，どのよう

な由来のアユが，いかなる生息環境の変化を

経験することにより冷水病に罹患するか明

らかにすることを目的として，河川内で採捕

されたアユの生活史履歴を推定し，冷水病の

保菌・発症状況との関係性を調べた．上述し

た近年の成果を踏まえ，特に，アユ釣り解禁

前の時期から解禁後の釣り客急増期にかけ

ての期間に焦点を絞った． 

 

３．研究の方法 

 アユ釣り解禁の時期において，どのよう

な由来のアユがいかなる生息環境の変化を

経験することにより冷水病に罹患するか明

らかにするため，多摩川水系と近郊の 2 水

系を対象水域として，魚病検査による保

菌・発症状況の把握，形態分析と安定同位

体比分析によるアユの由来判別，耳石輪紋

解析による日齢査定，安定同位体比と胃内

容物の分析による採餌履歴推定，および物

理環境の現地観測を行った． 

 

４．研究成果 

 魚病検査により，調査期間を通じての冷水

病の保菌・発症状況を把握することができた．

アユの由来と採餌履歴は，安定同位体比分析

により有効に推定することができた．採餌場

所の物理環境としては，水温の経時変化を測

定することができた．一方，耳石輪紋解析に

おいては有効な成果を上げることができな

かった． 

 種苗放流アユの保菌検査を実施した結果，

高い保菌率で冷水病の原因菌が検出された

ことから，種苗放流が冷水病の主要な感染経

路になっていたことが示唆された．アユ釣り

の盛んな支流地点における採捕アユの保菌

率と発症率は，アユ釣り解禁前の 6 月上旬か

ら解禁後の 6 月中・下旬にかけて明瞭に上昇

していた．したがって，この時期に冷水病の

感染と発症が急激に進んだと考えられる． 

 アユ釣りの盛んな支流で採捕されたアユ

は，本流中・下流域のアユの同位体比より高

いδ13C 値（-18.0〜-11.0‰）と低いδ15N 値

（4.2〜15.1‰）で特徴付けられた．このうち，



δ13C 値が-18.3〜-16.6‰，δ15N が 12.1〜

15.1‰のグループは種苗放流アユの同位体比

分布とほぼ一致していたのに対し，δ13C 値

が-15.4〜-11.0‰，δ15N が 4.2〜10.7‰のグ

ループは支流の有機物と無脊椎動物の同位

体比分布に近かった．前者は種苗施設の摂餌

環境，後者は支流の摂餌環境を反映している

と考えられる．支流で採捕された冷水病発症

アユには，どちらの同位体比分布のグループ

も含まれていたことから，種苗放流アユは放

流後まもなく，支流の摂餌環境になじむ前の

段階で既に発症していたことが示唆された． 

 アユの餌環境として石面付着藻の種組成

を分析した結果，アユの主要な餌生物と考え

られている藍藻類の Homoeothrix janthina

は，6 月上旬から 8 月上旬にかけて調査地点

の石面付着物に豊富に含まれていた．したが

って，アユ釣りの解禁から約 2 ヶ月後までの

期間には，アユの摂餌環境に際だった劣化は

起きていなかったことが示唆された． 

 本研究の結果から，冷水病に感染していた

種苗アユは，生息場所の摂餌環境に関わらず，

放流直後のストレスによって急速に発症し

たことが示唆された．また，冷水病の発症率

が高まった 6 月中・下旬の直前には降雨に伴

う水温低下が観測されたことから，河川水の

水温低下が冷水病の発症を加速させた可能

性が高いと考えられる． 
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